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三
月
三
日
、
四
日
の
本
会
議
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

や
市
政
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明
党
、

共
産
党
の
順
で
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
質
問
と
答
弁

の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

マタニティマークストラップ 

写真展で横田夫妻の 
体験談を聞く来場者 

　
次
の
定
例
会
は
六
月
上
旬
か
ら

開
か
れ
る
予
定
で
す
。 

＊ 

＊ 

＊ 

 

　
中
小
企
業
支
援
策 

　
　
　
二
十
一
年
度
予
算
に
公
共
事
業
の
早
期

発
注
と
市
内
中
小
企
業
の
優
先
発
注
と
し
て
三

百
九
十
五
億
五
千
万
円
余
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
が
、
効
果
な
ど
に
つ
い
て
見
解
は
。 

　
　
　
二
十
一
年
度
も
早
期
発
注
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
十
九
年
度
上
半
期
の
件
数
ベ
ー

ス
で
の
実
績
が
四
割
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
に
対

し
二
十
一
年
度
は
六
割
程
度
と
大
幅
な
増
加
を

見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
競
争
性
を
発
揮
で
き
る

必
要
数
で
あ
る
五
者
以
上
を
市
内
企
業
で
確
保

で
き
る
場
合
は
、
市
内
企
業
の
み
で
入
札
を
執

行
す
る
よ
う
各
局
な
ど
に
周
知
し
一
層
の
市
内

中
小
企
業
へ
の
優
先
発
注
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

 

　
商
業
振
興 

　
　
　
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
先
行
実
施
し
て

い
る
エ
リ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業
の
内
容
と
進

捗
状
況
は
。
ま
た
二
十
一
年
度
の
展
開
は
。 

　
　
　
川
崎
大
師
地
区
は
大
師
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
に
向
け
観
光
資
源
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
個

店
の
創
出
を
通
し
、
商
店
街
の
活
性
化
を
行
っ

て
い
る
。
登
戸
・
向
ヶ
丘
遊
園
地
区
は
子
育
て

な
ど
の
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
商
店
街
の
活
性
化
を
進
め
て

い
る
。
二
十
一
年
三
月
ま
で
に
成
果
を
ま
と
め
、

二
十
一
年
度
は
新
た
に
三
地
区
を
選
定
し
て
地

域
資
源
を
生
か
し
た
商
業
の
活
性
化
を
進
め
る
。 

 

　
新
学
習
指
導
要
領 

　
　
　
小
学
校
は
二
十
三
年
度
、
中
学
校
は
二

十
四
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
教
育
内
容
、
授
業
内
容
と
も
に
増
加
し
て

い
る
。
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
へ
の
見
解
は
。 

　
　
　
改
訂
は
ゆ
と
り
教
育
か
ら
の
転
換
で
は

な
く
、
学
習
に
取
り
組
む
時
間
を
確
保
し
て
基

礎
的
な
知
識
の
習
得
と
思
考
力
な
ど
の
能
力
を

は
ぐ
く
み
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
狙
い

と
し
た
も
の
と
考
え
る
。
二
十
年
度
に
設
置
し

た
区
こ
ど
も
支
援
室
を
中
心
に
家
庭
、
地
域
と

学
校
の
連
携
を
一
層
強
化
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
人
間
性
の
確
立
を
目
指
し
た
い
。 

 

　
認
定
こ
ど
も
園 

　
　
　
設
置
・
運
営
法
人
が
大
学
を
経
営
す
る

学
校
法
人
調
布
学
園
に
決
ま
っ
た
が
効
果
、
影

響
は
。
今
後
の
認
定
こ
ど
も
園
の
拡
大
策
は
。 

　
　
　
新
城
幼
稚
園
の
跡
地
を
活
用
す
る
認
定

こ
ど
も
園
は
二
十
二
年
度
の
開
園
に
向
け
準
備

を
進
め
て
お
り
、
設
置
・
運
営
す
る
学
校
法
人

は
市
内
の
大
学
で
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士
の
養

成
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
の
人
材
や

教
育
研
究
な
ど
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の

認
定
こ
ど
も
園
は
市
の
モ
デ
ル
園
と
位
置
付
け

て
お
り
、
今
後
は
モ
デ
ル
園
で
の
成
果
を
総
合

的
な
子
ど
も
施
策
の
中
で
生
か
し
て
い
き
た
い
。 

 

　
子
育
て
支
援 

　
　
　
国
は
二
十
一
・
二
十
二
年
度
の
二
年
間
、

妊
婦
健
康
診
査
を
十
四
回
分
助
成
す
る
と
し
た

が
、
市
の
対
応
は
。
ま
た
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

は
現
状
の
シ
ー
ル
で
は
な
く
使
い
や
す
い
も
の

に
と
提
案
し
て
き
た
が
検
討
は
。 

　
　
　
妊
婦
健
康
診
査
は
二
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
助
成
回
数
を
現
行
の
五
回
か
ら
十
四
回
に

拡
充
し
、
妊
婦
一
人
当
た
り
の
助
成
額
を
六
万

三
千
円
増
額
し
八
万
九
千
円
と
し
た
い
。
な
お

二
十
一
年
三
月
ま
で
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
、
出
産
予
定
日
が
二
十
一
年
四
月
一
日

以
降
の
方
に
は
追
加
分
の
受
診
券
を
郵
送
で
交

付
す
る
予
定
で
あ
る
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は

二
十
一
年
四
月
か
ら
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

　
次
世
代
育
成
支
援
策 

　
　
　
就
労
形
態
が
多
様
化
し
、
パ
ー
ト
な
ど

の
雇
用
形
態
で
も
受
け
入
れ
が
可
能
な
一
時
保

育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
一
時
保
育
は
二
十
三
カ
所
の
民
間
保
育

所
で
実
施
し
て
い
る
が
二
十
一
年
度
か
ら
新
た

に
八
カ
所
の
開
設
を
予
定
し
、
利
用
定
員
も
九

十
一
人
増
員
し
三
百
六
十
七
人
と
す
る
。
一
時

保
育
の
需
要
は
非
常
に
多
い
と
認
識
し
て
お
り

今
後
も
新
設
保
育
所
を
中
心
に
整
備
し
て
い
く
。 

 

　
太
陽
光
発
電 

　
　
　
二
十
一
年
度
予
算
で
は
住
宅
用
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
補
助
が
大
幅
に
充
実
し
た
が

取
り
組
み
は
。
ま
た
公
共
施
設
へ
の
導
入
は
。 

　
　
　
設
置
費
用
が
高
額
で
負
担
軽
減
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
二
十
一
年
度
は
県
と
連
携
し
補

助
金
額
を
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
七
万
円
に
増

額
し
て
太
陽
光
発
電
の
導
入
拡
大
に
つ
な
げ
た

い
。
公
共
施
設
へ
の
導
入
は
、
高
津
区
役
所
に

最
新
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。 

 

　
電
子
町
内
会 

　
　
　
市
は
自
治
基
本
条
例
で
情
報
の
共
有
、

市
民
参
加
の
原
則
、
市
民
と
の
協
働
を
掲
げ
て

い
る
が
、
電
子
町
内
会
の
活
用
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
と
対
応
は
。 

　
　
　
町
内
会
・
自
治
会
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
核
で
あ
る
た
め
情
報
共
有
や
参
加
意
識
の

醸
成
は
重
要
で
あ
り
、
活
性
化
に
向
け
電
子
町

内
会
は
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
な
る
と
考
え
る
。
市

で
も
全
町
内
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
完

成
予
定
で
あ
り
町
内
会
の
情
報
が
広
く
公
開
さ

れ
る
。
ま
た
他
都
市
の
先
進
事
例
を
研
究
す
る

な
ど
、
市
の
取
り
組
み
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
。 

 

　
こ
の
ほ
か
、
緊
急
雇
用
対
策
、
入
札
契
約
制

度
、
聴
講
制
度
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
障
害
者
自
立
支

援
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

自

民

党
 

自

民

党
 

嶋
崎
嘉
夫 

公

明

党
 

公

明

党
 

小
林
貴
美
子 

 

　
二
十
一
年
度
予
算 

　
　
　
市
長
は
「
か
わ
さ
き
安
定
フ
ラ
イ
ト
予

算
」
と
名
付
け
た
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
と
取

り
組
み
を
持
っ
て
予
算
を
編
成
し
た
の
か
。 

　
　
　
市
民
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的

に
提
供
す
る
た
め
最
も
重
要
な
こ
と
は
都
市
経

営
と
い
う
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
行
財
政

運
営
で
あ
る
。
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
緊
急
経
済
対

策
や
福
祉
産
業
の
振
興
な
ど
新
た
な
産
業
創
出

に
向
け
た
取
り
組
み
、
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
川
崎
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
り
組
み
な
ど
を

幅
広
く
展
開
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
効
果
が
将
来
に
わ
た
り
表
れ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
行
財
政
改
革
効
果
と
合
わ
せ
て
持
続
可

能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
つ
な
が
り
、
安
定
的

な
収
支
均
衡
が
実
現
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。 

 

　
緊
急
経
済
対
策 

　
　
　
下
請
中
小
企
業
は
新
事
業
へ
の
投
資
よ

り
も
現
在
の
取
引
先
か
ら
の
受
注
継
続
こ
そ
が

危
急
の
課
題
で
あ
り
、
施
策
の
最
重
要
課
題
と

し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
市
長
の
見
解
は
。 

　
　
　
技
術
力
の
高
度
化
や
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
注
継
続
や
景
気
回

復
局
面
の
受
注
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
産
業
振

興
財
団
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
窓
口
相
談
な

ど
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た

な
受
注
機
会
創
出
の
た
め
広
域
か
つ
大
規
模
な

受
発
注
商
談
会
を
実
施
し
た
い
。
次
代
を
担
う

環
境
技
術
や
市
民
が
真
に
必
要
と
す
る
福
祉
用

具
の
創
出
な
ど
、
市
の
中
小
企
業
が
有
す
る
多

彩
な
技
術
力
を
生
か
せ
る
環
境
を
整
備
し
た
い
。 

 

　
（
仮
称
）
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄 

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

　
　
　
立
地
場
所
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
小
田
急
電
鉄
の
開
発
計
画
内
で
あ
る
旧

向
ヶ
丘
遊
園
跡
地
内
を
候
補
地
と
し
て
検
討
し

て
い
た
が
、
経
済
状
況
の
変
化
な
ど
で
計
画
を

見
直
す
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
二
十
三
年
度
の

開
館
に
向
け
、
同
開
発
計
画
内
の
生
活
支
援
施

設
予
定
地
で
あ
っ
た
多
摩
区
長
尾
二
丁
目
に
決

定
し
た
。
今
後
、
基
本
機
能
な
ど
を
検
討
す
る

と
と
も
に
市
民
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
二
十
一

年
度
に
基
本
計
画
を
策
定
、
二
十
二
年
春
に
着

工
し
、
二
十
三
年
秋
の
開
館
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

　
小
中
連
携
教
育 

　
　
　
二
十
二
年
度
か
ら
小
中
連
携
教
育
を
導

入
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
導
入
を
固

め
る
ま
で
の
経
緯
と
連
携
教
育
の
意
義
は
。 

　
　
　
市
は
小
中
連
携
教
育
を
十
五
年
度
か
ら

展
開
し
て
き
た
が
、
連
携
教
育
の
効
果
や
必
要

性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
新
学
習
指
導
要
領

で
学
校
段
階
間
の
学
習
面
で
の
円
滑
な
接
続
が

強
調
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
全
市
的
に
導

入
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
連
携
教
育
の
意
義
は
、

児
童
生
徒
指
導
上
の
課
題
へ
対
応
が
図
れ
る
こ

と
、
小
・
中
九
年
間
の
学
習
の
連
続
性
が
確
保

で
き
る
な
ど
学
習
指
導
の
改
善
が
図
れ
る
こ
と
、

幅
広
い
交
流
で
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の
伸

長
が
図
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

　
宅
地
防
災
工
事
助
成
金
制
度 

　
　
　
新
制
度
創
設
で
防
災
工
事
資
金
の
融
資

制
度
が
廃
止
と
な
る
。
防
災
工
事
促
進
の
観
点

か
ら
は
、
助
成
金
制
度
と
融
資
制
度
の
併
用
が

望
ま
し
い
。
な
ぜ
廃
止
す
る
の
か
。
法
人
企
業

は
こ
の
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。 

　
　
　
融
資
制
度
は
十
九
年
度
ま
で
の
十
二
年

間
利
用
実
績
が
な
く
、
宅
地
防
災
を
推
進
す
る

制
度
と
し
て
他
都
市
の
制
度
も
含
め
調
査
・
検

討
し
た
結
果
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
助
成
金
制

度
に
改
め
る
。
が
け
崩
れ
で
家
屋
な
ど
に
被
害

が
生
じ
る
場
合
な
ど
特
に
必
要
と
認
め
る
も
の

は
個
人
に
限
ら
ず
本
制
度
の
利
用
が
で
き
る
。 

 

　
拉
致
被
害
者
家
族
へ
の
支
援 

　
　
　
市
役
所
な
ど
七
区
で
開
催
し
た
横
田
め

ぐ
み
さ
ん
写
真
展
の
成
果
と
、
今
後
の
開
催
は
。 

　
　
　
各
会
場
の
来
場
者
数
は
お
お
む
ね
二
千

人
程
度
で
、
三
千
人
を
超
え
た
会
場
も
あ
っ
た
。

全
会
場
に
横
田
夫
妻
が
見
え
、
多
く
の
方
に
一

層
拉
致
問
題
を
理
解
し
関
心
を
持
ち
続
け
て
い

た
だ
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
集
ま
る
施
設
な

ど
で
開
催
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。 

            

　
第
四
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・ 

　
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
） 

　
　
　
人
材
確
保
策
に
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が

見
え
な
い
。
人
材
の
確
保
と
育
成
の
考
え
は
。 

　
　
　
人
材
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た

潜
在
的
有
資
格
者
の
再
就
職
に
向
け
た
研
修
・

相
談
事
業
の
実
施
、
働
き
続
け
た
い
職
場
づ
く

り
に
向
け
た
管
理
者
な
ど
へ
の
研
修
や
人
材
の

定
着
を
図
る
た
め
の
従
事
者
へ
の
メ
ン
タ
ル
相

談
事
業
の
創
設
、
地
域
密
着
型
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
な
ど
を
実
施
す
る
。
ま
た
将
来
的
な
人
材
確

保
を
図
る
た
め
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
魅
力

を
普
及
促
進
す
る
事
業
を
創
設
し
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
な
ど
と
の
連
携
強
化
を
図
り
人
材
確
保
や

従
事
者
の
育
成
を
効
果
的
に
進
め
た
い
。 

 

　
周
産
期
医
療 

　
　
　
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開

設
が
示
さ
れ
た
。
常
時
満
床
状
態
に
陥
る
の
で

は
と
危
ぐ
す
る
が
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
は
。

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
病
院
へ
の
開
設
時
期
は
。 

　
　
　
現
在
九
床
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
十
二
床
と
し
、

市
内
初
と
な
る
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
六
床
を
設
置
す
る

こ
と
で
高
度
で
専
門
的
な
治
療
を
提
供
す
る
体

制
が
整
う
が
、
救
急
患
者
が
重
な
る
な
ど
の
状

況
に
よ
っ
て
は
県
の
周
産
期
救
急
医
療
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
県
内
の
受
け
入
れ
病
院
を
選
定

す
る
。
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開

設
時
期
は
、
二
十
一
年
度
内
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

　
建
築
物
等
の
形
態
意
匠
の 

　
制
限
条
例 

　
　
　
本
条
例
は
罰
則
規
定
に
よ
り
強
力
な
規

制
力
を
発
揮
し
、
街
並
み
形
成
に
一
定
の
役
割

を
担
う
も
の
と
期
待
す
る
。
適
用
区
域
の
川
崎

区
港
町
地
区
は
リ
バ
ー
サ
イ
ド
と
い
う
好
立
地

に
配
慮
し
た
景
観
形
成
が
求
め
ら
れ
る
場
所
と

考
え
る
が
、
形
態
意
匠
の
制
限
に
伴
う
効
果
は
。 

　
　
　
建
築
物
な
ど
の
外
観
を
明
る
く
淡
い
色

彩
と
す
る
こ
と
や
、
屋
上
広
告
物
の
設
置
禁
止

な
ど
に
よ
り
、
水
辺
空
間
と
調
和
し
た
明
る
く

落
ち
着
き
あ
る
景
観
形
成
が
図
ら
れ
る
。 

 

　
こ
の
ほ
か
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
再
編
整
備
基
本

方
針
案
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 


